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（1） 第81号 2017年7月7日市 Ｐ 連 だ よ り

　

平
成
29
年
度
、甲
府
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、佐
野　

誠
で

す
。ど
う
ぞ
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
、子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
が
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
変
わ

り
ゆ
く
社
会
の
中
で『
学
校
・
家
庭
・
地
域
』の

連
携
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ

ぞ
れ
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
、私
た
ち
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。  

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
自
体
に
、当
事
者
意
識

を
多
く
の
方
が
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、そ
の
中
に
は
子
ど
も

た
ち
の
為
に
活
動
し
た
い
人
た
ち
は
、た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
状
況
や
役
割
を
意
識
し
た
う
え
で
、本
当
に

や
り
た
い
こ
と
を「
勇
気
と
実
行
力
」を
も
っ

て
行
動
し
て
い
け
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
・・・
。

　

市
Ｐ
連
の
活
動
は
、各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

出
向
の
方
々
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
組

織
で
す
。各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
を
取
り
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

の
ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

勇
気
と
実
行
力
で
！

甲
府
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

会
　
長
　 

佐
　
野
　
　
　
誠

（
上
条
中
）

http://www.ptakofu.org
「勇気と実行力」「勇気と実行力」「勇気と実行力」「勇気と実行力」「勇気と実行力」～ すべては子どもたちのために ～～ すべては子どもたちのために ～～ すべては子どもたちのために ～～ すべては子どもたちのために ～～ すべては子どもたちのために ～平成29年度

スローガン

平
成
29
年
度 

役
員
の
方
々
に
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
一
言（
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
思
い
等
）寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

副
会
長

　

佐　

野　

尚　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
運
小
）

今
を 

未
来
を 

生
き
抜
く
子
ど
も

た
ち
の
為
に
必
要
な
事
を
有
言
実

行
し
ま
す
！

常
任
理
事

　

鮫　

田　

光　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
笛
南
中
）

会
長
を
お
支
え
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
。頑
張
り
ま
す
！

副
会
長

　

市　

川　
　
　

茂

　
　
　
（
教
頭
会
代
表
・
相
川
小
）

甲
府
の
子
ど
も
の
た
め
、教
頭
会

も
勇
気
と
実
行
力
を
も
っ
て
頑
張

り
ま
す
。

副
会
長

　

長 

谷 

川　

 　

彰

　
　
　
（
校
長
会
代
表
・
山
城
小
）

周
り
へ
の
や
さ
し
さ
を
備
え
た
勇

気
、そ
し
て
、真
摯
さ
を
持
っ
た
実

行
力
で
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
理
事

　

新　

谷　

淳　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
中
）

市
Ｐ
連
の
活
動
を
皆
様
に
お
伝
え

出
来
る
よ
う
実
行
し
て
行
き
ま
す
。

常
任
理
事

　

内　

藤　

祐
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
城
小
）

少
し
の
勇
気
を
出
し
合
っ
て
！
子

ど
も
の
た
め
の
大
き
な
力
に
な
り

ま
し
ょ
う
！

常
任
理
事

　

樋　

口　
　
　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
母
小
）

子
ど
も
た
ち
の
為
に
我
々
大
人
が

善
い
事
を
朗
ら
か
に
喜
ん
で
進
ん

で
行
動
す
る

常
任
理
事

　

関　
　
　

和　

美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
小
）

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長
の

た
め
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

常
任
理
事

　

服　

部　

順　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
貢
川
小
）

愛
と
勇
気
が
あ
れ
ば
、大
抵
の
事

は
乗
り
越
え
ら
れ
る
実
行
力
に
繋

が
る…

常
任
理
事

　

名　

取　

さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
附
属
小
）

尊
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、今

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
実
行
し
ま

す
！

常
任
理
事

　

上　

原　

慶　

美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
日
小
）

子
ど
も
の
為
に
、ま
ず
は
自
分
自

身
が
変
わ
れ
る
一
年
に
し
た
い
。

母
親
委
員
会　

委
員
長

　

中　

澤　

明　

美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
小
）

勇
気
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
で
き
る
⁉

子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
い
で

す
。

教
育
研
修
部　

部
長

　

秋　

山　

ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
田
小
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、勇
気
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

情
報
活
動
部　

部
長

　

小　

林　

ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
（
中
道
南
小
）

市
Ｐ
連
主
催
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

監　

事

　

今　

村　

公　

彦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
母
小
）

原
点
に
立
ち
返
り
、活
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。監　

事

　

小　

沢　

忠　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
新
小
）

子
ど
も
た
ち
が
日
々
、笑
顔
で
過
ご

せ
る
為
の
勇
気
と
実
行
力
を
持
ち

続
け
た
い
。

副
会
長

企
画
調
査
委
員
長

　

齊　

藤　

徳　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
中
）

「
勇
気
」と
は
、困
難
を
乗
り
越
え

て
い
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
、ま
た
他
者
と
協
力
で
き
る
能

力
の
一
部
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。自
分
と
他
者
を
信
じ
て

生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

副
会
長

　

山　

﨑　
　
　

茂

　
　
　
　
　
　
　
（
中
道
南
小
）

子
ど
も
た
ち
の「
勇
気
」が「
実
行

力
」に
繋
が
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

副
会
長

楠　

間　
　
　
　

毅

　
　
　
　
　
　
　
（
中
道
北
小
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
出
来
る
限

り
の
こ
と
を
や
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す

副
会
長

　

山　

本　
　
　

晃

　
　
　
　
　
　
　
（
千
代
田
小
）

子
ど
も
た
ち
に
勇
気
と
実
行
力
を

も
た
せ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
し
た
い
で

す
。

副
会
長

　

橘　

田　
　
　

清

　
　
　
（
校
長
会
代
表
・
城
南
中
）

子
ど
も
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
？

可
能
な
こ
と
？
じ
ゃ
あ
Ｇ
Ｏ
！

常
任
理
事

　

林　
　
　

昌　

明

　
　
　
　
　
　
　
（
善
誘
館
小
）

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
、生

活
し
易
い
環
境
を
守
る
為
、一
役

を
果
た
す
力
！

事
務
局
次
長

　

齊　

藤　

正　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
小
）

親
の
実
行
力
を
背
中
で
み
せ
、子
ど

も
に
勇
気
を
持
た
せ
行
動
で
き
る
よ

う
一
年
間
活
動
し
て
い
き
ま
す
！

常
任
理
事

　

宮　

川　
　
　

親

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
小
）

子
ど
も
は
親
の
か
が
み
で
す
、大

人
が
動
け
ば
子
ど
も
も
動
く
、親

子
で
成
長
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

副
会
長

　

小　

沢　

愼
太
郎

　
　
　
（
教
育
会
代
表
・
甲
運
小
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
家
庭
、学
校

を
つ
な
ぐ
勇
気
百
倍
ア
ン
パ
ン
マ

ン
目
指
し
て
！

事
務
局
長

　

中　

島　

智　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
中
）

子
ど
も
の
た
め
に
。そ
し
て
、自
分

の
た
め
に
。そ
し
て
、み
ん
な
の
笑

顔
の
た
め
に
。



（2）第81号（3） 第81号 市 Ｐ 連 だ よ り

千代田小学校の児童数は１６名。今年度より児童減少対策として、
ある一定の要件のもと「通学区域外からの就学」を認める制度をと
っています。１６名の子どもたちは、毎日、自然豊かな環境の中での
びのびと生活をしています。１６名に対して教職員は１３名という小
規模校ならではの「強み」を生かした特色ある教育活動が展開され
ています。
長い伝統をもつ全校児童による一分間スピーチ、全員が乗れる一
輪車、全員で食べる給食、そして、福祉施設との交流、田植えなどの
地域の行事への参加など、保護者・地域・学校のトライアングルで
様々な活動を支えています。

子供たちの安全，教育環境の整備，そして，学校・地域・家庭との連
携づくりに邁進しています。６月には，小中合同あいさつ運動に，Ｐ
ＴＡ役員や旗振り当番などの保護者だけでなく，地域の見守り隊や
自治会の方々も御協力いただきました。テーマは「広げようオレン
ジスマイル　深めよう石田の絆」です。

生徒数８２３人の県下最大の学校です。ＰＴＡ役員も１００名以上で
す。常任理事会の団結力を基盤に１つの委員会と４つの専門部が、
「チーム城南中」として生徒を支え育てる活動をしています。
今年の給食試食会の参加は５７名、あいさつ運動も４０名の参加が
ありました。ＰＴＡ新聞もがんばりますよ。

城
南
中
学
校

朝
日
小
学
校

中
道
北
小
学
校

中
道
南
小
学
校

本校には、地元の産業や歴史を学ぶ『中道ふるさとハイキング』が
あります。全校児童が６コースに分かれて活動し、地域住民の皆様
に支援を頂きながら、中道・上九一色地区を１日かけて散策します。
更に学習を深めたものを１１月の学習発表会で発表します。ＰＴＡ、
地域、家庭が連携を深め、児童の健全育成を図っていきます。

保護者の方々の協力のもと、充実した活動を行っています。５月に
行った廃品回収では，地区委員を中心に、保護者や各自治会の方
の協力で多くの収益金を得ることができました。以降、プール開放
への協力、読み聞かせ、秋のバザー、地域安全パトロール等よりよ
い活動になるように頑張っていきます。

本会執行部は運営委員会を牽引し、「親子清掃」「運動会手伝い」に
全面的に協力します。情活部「あさひタイムズ」発行、教振部「朝の
交通当番」推進、研修部「演劇教室」「運動会Ｐ種目検討」、給食部
「試食会」「トイレ清掃」の実施、学年Ｐ親子活動も多彩でユニークで
す。力を合わせ楽しんでいます。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
　
　
　
企
画
調
査
委
員
会

単P
「うちの学校」＆「自慢のPTA活動」
どの学校・PTAも様々な特色ある取り組みをしています。
今回は7つの学校・PTAの活動を紹介します。

学年部会と専門部会から構成されています。学年部会では、子供た
ちが学校生活を安心して充実したものにできるように、学級懇談会
や茶話会等企画運営しています。専門部会は、研修部、情報活動
部、教育振興部の３つの部会で構成しています。研修部では、フラ
ワーアレンジメントの講習会と学園祭「二葉祭」の保護者展示を担
当。情報活動部は、年２回のPTA新聞「ふたば」の発行。教育振興部
は、街頭指導を中心に活動しています。全体では二葉祭で、各役員
を中心に多くの保護者会員が集まり、PTAバザーを開催したり、体
育部門の応援を行ったり活発に活動しています。

北
東
中
学
校

石
田
小
学
校

千
代
田
小
学
校

　

６
月
16
日
（
金
）
理
事
会
終
了
後
、
南
公
民

館
に
て
第
１
回
企
画
調
査
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

29
年
度
企
画
調
査
委
員
会
の
年
間
活
動
計
画

に
つ
い
て
協
議
し
、
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
後
日
メ
ー
ル

で
送
信
し
回
答
を
事
務
局
へ
送
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
９
日
（
木
）
理
事
会
終
了
後
、

第
２
回
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

当
委
員
会
は
各
学
校
の
校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
と
可
能
性
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
　
　
　
母
親
委
員
会

　

６
月
24
日
（
土
）、
第
１
回
母
親
委
員
会

を
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
育
み
の
会
」
代
表
理
事 

内
藤
陽
一
様
よ

り
家
庭
環
境
等
が
要
因
と
な
り
う
る
県
内
で

の
貧
困
実
態
や
活
動
事
例
と
課
題
に
つ
い

て
、「
育
み
の
会
」
栄
養
士 

山
川
真
朱
美
様

よ
り
、
時
短
レ
シ
ピ
を
ご
講
話
頂
き
ま
し

た
。　

　

活
動
を
通
し
て
親
子
が
向
き
合
い
、
子
ど

も
の
笑
顔
と
無
限
の
可
能
性
を
育
む
取
組
を

周
辺
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
官
公
庁
が
一
体
で
考

え
、
当
委
員
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
活
動

計
画
を
通
し
て
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

読
み
た
く
な
る
新
聞
づ
く
り
を
学
ぶ

情
報
活
動
部

　

情
報
活
動
部
の
第
１
回
部
会
を
６
月
24
日

（
土
）
に
遊
亀
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
今
年
度
の
活
動
計
画
や
今
年
度
か
ら

市
Ｐ
連
で
開
催
予
定
の
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
確

認
を
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
元
南
西
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
安
田
哲
様

を
講
師
に
招
き
、
新
聞
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
保
護
者
目
線
を
大
切
に
し
た
記
事

の
書
き
方
や
、
読
み
た
く
な
る
見
出
し
の
付
け

方
な
ど
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
や
ま
な
し
ワ
ク
ワ
ク
子
育
て
親
育
ち

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
』の
開
催

教
育
研
修
部

　

平
成
29
年
６
月
24
日
（
土
）
山
梨
県
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）
に
て

第
１
回
教
育
研
修
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
新
年
度
の
役
員
紹
介
、
年
間
事
業
計

画
の
提
案
、
承
認
を
行
い
、
年
間
活
動
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、 

山
梨
県
教
育
庁
社
会
教
育
課 

成
人
・

家
庭
教
育
担
当 

主
幹 

進
藤
美
佳
様
を
お
招
き
し

て
、『
や
ま
な
し
ワ
ク
ワ
ク
子
育
て
親
育
ち
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
を
用
い
て
学
習
講
座
を
行
い
、「
自
己

肯
定
感
を
高
め
よ
う
」「
子
ど
も
と
一
緒
に
！
〜

ど
こ
に
行
こ
う
？　

何
し
よ
う
！
〜
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
交
え
た
進
藤
先
生
の
楽

し
い
進
行
に
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
と
て
も
楽
し

く
意
見
交
換
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
研
修

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
希
望
が

あ
れ
ば
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
開
催
可
能
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
是
非　

活
用
し
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。



（4）第81号2017年7月7日 市 Ｐ 連 だ よ り

市Ｐ連だより第８１号を発行することが出来ました。
発行にあたり、多くの皆様にご協力いただき、心より御礼申し上げます。ありがとうございました。
次号も市Ｐ連の様々な活動を皆様にお届けしたいと思っております。

部　長：小林ひとみ(中道南小)／副部長：溝口亜里(北東中)／清水　惠(石田小)／中村弘昭(城南中)／菅野幹子(朝日小)
情報活動部

日　時 ： 平成29年11月11日（土）午後１時開会
場　所 ： 甲府市総合市民会館 山の都アリーナ（甲府市青沼）
内　容 ： 親子で学び体験する教室を開催予定
※市Ｐ連出向役員の親子を参加対象に行います。

修了証
書

発行予
定

応急手
当

お金につい
て

ロボットを
つくろう

その他、楽しくてタメになる

企画を検討中！
内容は変更になる場合があります。

土曜学習会

平成２９年度 市Ｐ連全体研修会 山梨県PTA大会
日時：平成29年12月９日（土）  午後１時 開会予定
会場：ジットプラザ甲府（甲府市高畑）

日時：平成29年11月25日（土）
　　  午後１時 開会予定
会場：ジットプラザ甲府
　　　  （甲府市高畑）

内容：講演会
　　　  （現在調整中）

内容：講演会（現在調整中）
　　 ２委員会２専門部　活動展示
　　 各単位ＰＴＡ広報紙　紹介（展示）
　　 フードドライブ…甲府市子ども未来部に寄付

未来を担う子どもたちに「生きる力」を育むために、有意義な体験
をすることが一つの目的です。授業で学ぶ教育も重要ですが、授業
以外で得た体験から学ぶことも大いにあると思います。大人が子
どもたちの「生きる力」を育むためにはという視点を持って、積極
的に参加し、親子で学び、体験する中から未来につながる「何か」を
見つけましょう。

今年は11月に開催！

山梨県PTA協議会主催の第39回PTA広報紙
（新聞）コンクールにおいて甲府市Ｐ連から
は附属中学校と南中学校の２校が優秀賞に、
北中学校が奨励賞に選ばれました。
おめでとうございます。
（平成29年５月13日審査会結果報告）

◇優 秀 賞：「桐の実」　附属中
◇優 秀 賞：「みなみ風」南 中
◇奨 励 賞：「北陽樹」　北 中
※表彰式は第５回山梨県PTA大会（11/25）
　の席上で行います。

3校が受賞しました！

市Ｐ連主催の
「新聞コンクール」を開催します。
各単Ｐの参加をお願いします！
＊詳細は現在検討中。
　2学期頃の募集で計画しています！

新聞コンクールを開催します

市P連

　

６
月
27
日
（
火
）、
市
Ｐ
連
常
任
理
事
会
役

員
が
樋
口
雄
一
甲
府
市
長
を
表
敬
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。
平
賀
教
育
委
員
長
、
長
谷
川
教

育
長
、
小
林
教
育
部
長
、
嶋
田
教
育
総
室
長
、

塩
澤
教
育
総
室
総
務
課
長
も
同
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

樋
口
市
長
は
『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

が
出
来
る
の
か
を
考
え
て
い
く
中
で
、
ベ
ス

ト
を
目
指
し
た
い
』
ま
た
『
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
甲
府
市
、
ま
た
地
域
や
家

庭
と
も
連
携
し
て
行
き
た
い
』
と
も
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。
市
Ｐ
連
で
は
今
年
度
も
ま
た

引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
連
携
を

総合保障制度の補償項目『個人賠償責任補償』（示談交渉サービス付）は自転車事故を含めた日常生活中に誤って他人にケガをさせたり、
他人の物を壊してしまって損害賠償を負った場合の補償です。
市Ｐ連『小・中学生総合保障制度』では万一の高額賠償事故にも対応しておりますが、こんな身近な賠償事故にも対応しています。　
＜事故事例・『個人賠償責任補償』編＞
○塾の帰り道、車道に飛び出してしまい走行中の自動車に衝突。衝突した相手車両の保険会社との交渉となり、相手車両の修理代の50%を生徒側の過失割
　合分としてお支払いしました。（中１）
○自宅マンションの駐車場でお友達と鬼ごっこをして遊んでいたとき、駐車中の車両２台に落書きをしてしまい、描いた絵の形でキズがつき、車両修理代
をお支払いしました。（小１）
○自宅前で木の棒をバットにして小石を打ってバッティング遊びをしていたとき、打った小石が駐車中の車両のフロントガラスにあたってしまい、フロ
　ントガラスにヒビが入り修理代をお支払いしました。（小１）
○自転車で信号待ちをしていたときによろけてしまい、隣で停車中の車両にぶつかりキズをつけ、修理代をお支払いしました。（中１、中２）

パンフレット送付希望、制度に関する件は下記へお問い合わせください。
㈱文教　文教インシュアランス　℡ 0120-740-859

市Ｐ連『小・中学生総合補償制度』導入３年目を迎えました。途中加入もできます！

甲
府
市
長
を
表
敬
訪
問


